















































































































本章で取り上げた50語､例えば､ mUr boI=Ji ｢幸いにも｣ /C]shon ｢晩｣ /@rUn ｢朝｣など
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語形がモンゴル文語にない語嚢､ Cuk ｢すべて｣ /cldok+Icln ｢結局｣ /sineken ｢たった今｣な












と､満洲語と異なるモンゴル語の字句の多くは『清字一百条』 (『Iclngg@ meyen (一百条)』


























5章) ･結論と､付録1 (『三合誕剤全テキストのローマ字転写､翻刻)､付録2 (『三合語録』モンゴル語の
全単語･語尾索引)によって構成されている｡
本論の第1章では､ 『三合語録』と深く関連する､ 『tanggQmeyen (一百条)』､ 『初学指南』､ ｢トド文字一百条｣
(『蒙古托式嚢集』収録)､ 『蒙古翻訳一百条』を取り上げて､相互の関係を論じ､ 『三合語録』が｢トド文字一
百条｣に基づいて制作されたことを論じた｡第2章では『三合語録』のモンゴル語の音韻的な特徴､第3章で
はそれの文法的将教､第4章では語嚢的な鞘敦が具体的に論じられ､第5章で『三合語録』の文献学的な考察
が行われている｡
本論文は､これまで学界で存在すら知られていなかったオイラート文語で書かれた｢トド文字一百条｣を｢発
見｣して､ 『三合語録』のモンゴル語がこのオイラート文語を満洲文字で表記しようとしたものであることを､
文字の対応･文法的語尾の対応･語嚢･言御厨の対応から撤密に論証したことにより､これまで不明とされてい
た『三合語録』のモンゴ/帰吾口語がオイラート二婿吾･オイラート方言であることを解明したもので､モンゴル
語学･モンゴル語史･モンゴル語文献学の分野における学術上の意義は極めて大きく､学問的に高く評価され
る｡この新しい知見は､清朝において『三合語録』が成立し､利用された社会的･歴史的な背景を解明するさ
らなる研究-と発展していく可能性を提示するものである｡
本論文の著者は､モンゴ/境吾､満洲語､オイラート文語､白話体漢文といった多種の言語を含む文献を正確
に読解し､確かな基礎の上に文献学的･言語学的な分析を行っている｡同時に､分析の手法機敏密で､言語学･
音声学の知識と方法に裏付けられており､博士論文として高い質を有している｡
以上のことは､本論文の著者が当該研究分野において自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学
識を有することを示している｡
よって,本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める｡
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